
， 

２０２５年１０月３０日 

２０２６年３月期（２０２５年度）中間決算について 

当社は、本日、２０２６年３月期（２０２５年度）中間決算について、とりまとめました。 

【連結経営成績について】 

販売電力量（全体）は、当社において、競争の進展による契約の切り替えなどにより販売

電力量（小売）が減少したものの、エリア外への卸売の販売電力量（卸売）が増加したこと  

などから、３９０億ｋＷｈ（前年同期比 ２．１％増）となりました。 

売上高は、販売電力量（小売）が減少したことなどから、１兆１，６８９億円となり、

前年同期に比べ、１，４２６億円（１０．９％）の減収となりました。 

経常利益は、女川原子力発電所２号機の再稼働や、燃料費調整制度のタイムラグ影響に

よる差益の増加などの収支改善があったものの、市場や販売環境の変化に伴う収支悪化や、

送配電事業における需給調整費用の増加などから、１，２５６億円となり、前年同期に比べ、

２７６億円（１８．０％）の減益となりました。 

親会社株主に帰属する中間純利益は、８７６億円となり、前年同期に比べ、１８３億円  

（１７．３％）減少しました。 

２０２５年度の業績予想につきましては、２０２５年４月に公表した数値から変更は

ありません。なお、足元における販売電力量や市況の動向などを踏まえ、主要諸元の見通し

について変更しております。 

決算の概要などについては、別紙のとおりです。 

以 上 

（別紙１）決算・業績予想ダイジェスト 

（別紙２）２０２６年３月期 第２四半期（中間期）決算短信〔日本基準〕（連結） 

 

【東北電力情報】 


